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第2節 肋・腹水における悪性腫蕩細胞の 附 図 
chloride (Nitromine) (石館・吉田 1949)，N -N/-
第 1章緒言 
N'"_Triethylen・thio・phosphoramide(Tespamin) 
臨床的に細胞を検索して癌を診断するととは既記 (Shay及び Zarafonetis 1953)，2~Methylen-3-
古くから行われていた処で， 1900年前後 Quincke， oxocyc1opentane carboxylic acid (Sarkomycin) 
乙旺，-Wol Baron等が摂液膜腔穿刺により穿刺液中l (梅沢 1953)等が相つぎ発現し其の治療効果につい
癌細胞の検出を報告し，叉 Ward(1912)，Guthrie て論議されるに致った。即ち諸種の癌に対して之等 
(1921)，Forkner (1927)， A. Pavlovsky (1934) 化学療法剤の効果は一部認められている処であるが
等はリンパ腺穿刺物lとより悪性腫療の診断を下して 私は之等薬剤の影響が細胞検索の所見に如何に観察
其の価値を認めたが，細胞検索が一般臨床上に普及 せられるか巻検討すべく，胃癌及び癌性肋・腹膜炎
して来たのは漸く 1928年 Papanicolaouが子宮癌 〆を併発した胃，肝，胆道，醇癌乃至は食道癌，ホヂ
患者において腫内容の塗抹標本から特殊の染色法に キン氏病等Kっき胃液，肋・腹水，食道洗糠液， リ
より癌細胞を検出し子宮癌の診断能率をたかめ，更 ンパ腺穿刺物』とより之を検討し併せてその臨床的効 
rc 1946年胃癌の診断に細胞検索を応用してその実 果及び副作用等も観察した。
'験成績を発表してからのことである。
第 2章検査方法
叉之lζ伴い癌の化学療法も亦需要性の痛感に従っ
て漸く発展をみるに到ったが現今の癌の化学療法の' 第 1節検査対象
鳴矢をなすものは 1946年 Gi1man及び Phi1ips， 検査対象は昭和30年9月より昭和34年10月迄の
W i1kinson及び Fletcher等が試みた白血病に対 期聞に国立千葉病院に入院した癌疾患々者のうち次
する Nittogen mustardである。即ち白血病の治 の如き 39症例である。即ち胃癌26例(癌性腹膜炎
療法として本薬剤の臨床的効果が認められて以来， 併発 12例)，肝臓癌兼癌性腹膜炎4例，醇癌兼癌性
之が誘導体の研究，乃至は類似薬剤の検討により 腹膜炎，胆道癌兼癌性腹膜炎，副腎腫転移による腹
=Methylbis (s-chloroethyl) amine oxide hydro- 膜炎，原発巣不明の癌性腹膜炎，肺癌兼癌性肋膜
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炎， リンパ肉腫転移民よる肋膜炎，食道癌各 1例，
ホヂキン氏病 2例で，之等の夫々はっき胃液，肋-
腹水，食道洗糠液， リンパ腺穿刺物を採取し此等の
材料について細胞検索を施行した。即ち細胞検索は
胃洗樵液について 26例，腹水について 20例，肋水
及びリンパ腺穿刺物について各 2例，食道洗糠液に
ついて 1例，計 51例の材料について行った。更に之
等症例K対し Nitromin，Tespamin，Sarkomycin 
等三種の化学療法剤を使用して一定量使用後，乃至
は其の経過中再度各種材料を採取検討した。
検査材料並びに使用薬剤及び症例は表 1の如くで
ある。
表 1. 
AZ 
雑 誌 第 37巻
II.肋・腹水採取法
肋水及び腹水を穿刺採取後直ちK毎分50回転で 
1I. リンパ腺穿刺法
頭部叉は服寵部乃至鼠援部の腫脹せるリンパ腺を
穿刺，吸引後直ちに載物ガラスに薄く塗抹し染色し
学
等 乙塗り拡げ固定液にて間定し染色した。尚食道洗t
X糠の場合は仰臥位にて 線透視下で洗機管洗端を病
20c.-..30c巣部に近づけ生理的食塩水 を敏速に注
1---2入，病巣部洗糠を 回行いこれを吸引して胃液
の場合と同様に塗抹した。 
5分間遠心し上澄を棄て前項と同様に染色した。
3第 節細胞染色法
細胞染色には Papanicolaou染色法， Haema-
PAS:染 
病 名 il問料lポ謡議:;toxylin-eosin染色法， Giemsa染色法，色法を併用した。
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. 検査材料及び採取法節2第 τ
1.胃液採取法附食道洗糠法
胃液採取には刺激洗糠法を用いた。即ち前夜胃洗
礁を行い，翌早朝空腹時滞溜前液を採取除去後X線
透視下に於て病巣部附近iζ洗糠管先端を近づけ生理
的食塩水 1 回 20~30cc (総量 2~300cc) を急激に
胃内に注入，胃内洗樵を 6....7回反覆し，更に体動
を行わしめて胃内壁を出来るだけ広範聞に洗糠す
る。 ζれを吸引し直ちに 50c遠心管4本lζ入れ毎
分200回転で 20分間遠心し上澄を棄てる。各材料
毎に 2枚の載物ガラス〈計 8枚)を用意し白金耳に
て1枚毎lζ2滴宛滴下し血液塗抹標本の要領民て均 
計
第 4節細胞判定基準
細胞の癌性基準としては手術症例の新鮮癌組織よ
り直接塗抹標本を作り遊離細胞に於ける癌性基準を
検討し諸家の判定基準を参考Kし次の如く定めた。
工.核の変化 
① 核の肥大化，核・細胞質比の増大〈核優勢〉 
② Chromatinの増加，核の塩基性濃染性
③核構造上の変化として異常 Chromatin像，
核染色質の塊状化，撤密化，粗大化，索状化 
④ 核形態上の変化として長型，輪画の不整，陥，
凹，雛，分葉，崩壊 
⑤ 核小体の変化即ち増大，増加 
⑥ 多核、
⑦異常核分裂像 
③ 核膜肥厚，鮮鋭な核縁 
⑨ 核内異常空胞，核染色質の低下 
II.細胞質の変化
①染色性の変化，殊に好塩基，好酸， PAS染
色性物質の増加 
② 細胞質の包含体即ち白血球，色素頼粒，細胞
破片等
③異常空胞形成(小空胎，大空胎，核周囲空胞
等〉 
④ 細胞質不明瞭化

lIT.細胞群の特徴
 
① 配列の不規則性 
② 核及び細胞の不等性 
③ 細胞境界の不鮮明 
④ 核及び細胞の密な集合
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⑤ 細胞の相互封入 
⑥ 染色不向性 
⑦ 細胞の重畳

lV.其の他の所見
 
① 巨大細胞，印環細胞出現 
② 白血球，赤血球， リンパ球，組織球の存在 
③ 胃癌の場合は胃内細菌の増加
以上の判定基準陀従い細胞診を施行し更に標本の
判定成績は Papanicolaou の分類K従って次の如
く定めた。 
Class工 異常細胞を全く認めないもの。
Class IT 異常細胞は認めないが細胞数の多いも
の(赤血球，白血球，組織球，上皮細胞等〉
Class m 異常細胞はあるが癌細胞の診断には充
分の特徴が無いもの。 
Class lV 明らかに癌細胞と思はれるものが少数
認められるもの。 
Class V 癌細胞が多数認められるもの。
且つ工及びE度は陰性， m度は疑陽性，lV及びV
度は陽性とした。
第 3章検査成績
第 1節 胃液における癌細胞の観察
胃癌26例〈癌性腹膜炎を併発せるもの 12例〉に
おいて胃刺激洗糠法lとより胃液を採取し細胞検索を・ 
行いながら夫-々 Nitromin(6例)， Tespamin (13 
例)， Sarkomycin (7例〉等の化学療法を実施しそ
の使用前及び経過中乃至は使用後再度胃液採取によ
り細胞を観察した。尚食道癌 1例K対しては Sarko・
mycinを使用した正 
〔観察症例J 
工. Nitromin使用例 ' 
症例①佐O ♀ 43才
病名:胃癌 既往歴:著患無し。
現病歴: 昭和 33年4月中旬食欲不振，扇痩現わ 
れ胃部悲痛あり，胃部腫癌K気付いた。 4月下旬よ 
り食後の幅気，幅吐あり，昭和 33年 5月8日入院。
現症: 食欲不振，食後日匝気， ß~吐あり。胃部に手
拳大の硬い結節状の腫癌を触れ腹水無し。
臨床検査成績: 胃X線検査にて小聾側の胃角部
より幽門部に亘る陰影欠損あり。白血球数8600，赤
血球数298万，血色素量67%，胃液酸度低酸，便潜
血反応陽性，癌反応(松原反応， Ninhydrin呈色反 
応〉陽性。 5月 10日胃刺激洗糠法により癌細胞群を
検索し得た。細胞所見として ClassVであり核及
び細胞質K癌性特徴，即ち核の肥大化，変形化，多
核，核染色質の塊状化，粗大化，異常核分裂像がみ
られ，叉細胞群の癌性特徴として核及び細胞の不等
性，細胞境界の不鮮明，核及び細胞の密な集合，染
)。1色不向性，重畳等が観察された(図 
治療: 6月9日より Nitromin1回25mgx 1 
日， 1回50mgx14日，総量725mgを連日静注し
tこ。 ζれにより患者の胃部不快感，胃部の疹痛軽 
減，軽度の食欲充進を来した。 6月 23日胃洗椴液よ 
りの癌細胞は数がまに減少し，細胞質及び核の空胞
変性，核の膨大化，核縁不鮮明化(図 2)，染色不均 
等化，核崩壊を認める癌細胞を多く観察し得た。
治療中止後 8日自民於ては再び癌細胞が増加し増
殖性様相を示し治療前と殆んど変タなくなった。
症例②長O川合 50才
病名: 胃癌
既往歴:著患無し。
現病歴: 昭和 30年8月境及び軽度の呼吸困難あ
り菰痩し右頭部リンパ腺腫脹に気付いた。
昭和 30年 12月7日入院。
現症: 食欲不振，咳，呼吸困難あり。頚部，服
寵に 5---6個の小指頭大のリンパ腺転移病巣が触れ
Tこ。胃部腫癌及び肝触れず腹水無し。
臨床検査成績: 胃X線検査上幽門部に陰影欠損
像あり， 白血球数6800，赤血球数420万，血色素
量 60%，胃液酸度低酸，便潜血反応陰性，癌反応は
松原反応陰性， Ninhydrin呈色反応陽性であった。 
12月 18日胃刺激洗糠法lとより癌細胞を検索し得
tこ。細胞は ClasslVで遊離細胞であった。即ち大
型裸核細胞で核濃染性，核膜肥厚，異常核分裂像，
核変形，核小体増大，増加等が認められた。
治療: 12月 21日より Nitromin1回 50mgx
17日，総量850mgを連日静注したが白血球減少
(3000) Kより中止した。この治療による患者の臨
床症状は好転を認められず， 1月6日胃洗糠液中の
癌細胞にも殆んど影響を認めなかっ・た。
IT. Tespamin使用例
症例① 行O ♀ 25才
病名: 胃癌兼癌性腹膜炎
既往歴:著患無し。
現病歴: 昭和 33年 8月頃より食後幅気，幅吐あ
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34月頃腹部膨満感，側腹痛があった。昭和11り， 
年 1月28日入院。
現症: 食後幅気，廻盲部圧痛あり，胃部腫癌及
び肝触れず，腹水の貯溜を認めた。
臨尿検査成績: 胃部X線検査にて噴門部広癌性
病巣認め白血球数3400，赤血球数 320万，血色素量 
58%，胃液酸度低酸，便潜血反応陽性，癌反応(松
原反応， Ninhydrin呈色反応〉陽性であった。 2月
23日胃刺激洗糠法にて癌細胞を検索し得?こ。即ち
ClassVで細胞群に細胞境界の不鮮明，核及び細胞
の密な集合，染色不向性，配列の不規則性等が認め
られ(図 3)細胞個々の癌性特徴として裸核，核肥
大，核変形〈輪画不整，陥凹，分葉)，核内異常空胞
の細胞が多数認められた。
治療: 2月24日より Tespamin5 mgを腹腔内 
注入 (30日間)， 引続き筋注 (14日間)，総量 245
mgを連日使用した。 ζの治療により患者は一時食リ
欲充進し幅気， 1I吐も一時消失し体重の減少も停止
した。 3月23日胃洗糠液中の癌細胞の減少をみと
め，細胞質の膨大化，空胞変性，変形，染色性低
・下，核縁不鮮明，核空胞化，異常分裂像等の細胞が
認められた(図 4，5)。白血球減少 (1800)ICより
分裂細胞出現，細胞質変形，細胞質膨大，空胞変性
等の細胞が認められた。白血球減少 (1700) 1とより
中止したが，治療中止後 10日目の細胞所見は治療
前と略同じになった。 
J1I. Sarkomycin使用例
症例①高O 合 74才
病名: 胃癌
既往歴:著患なし。 
現病歴: 昭和 33年9月初旬より胃部不快感，食 
欲減退あり高痩す。昭和 33年 10月 29日入院。
現症: 食欲不振，胃部に小手拳大の硬い腫癌を
触れたが肝は触れず腹水無し。胃部自発痛なし。
臨床検査成績: 胃X線検査にて幽門部民陰影欠
損認め，白血球数7300，赤血球数 360万，血色素量
58%，胃液酸度低酸，便潜血反応陰性，癌反応(松
原反応， Ninhydrin呈色反応)陽性であった。 11 
月 16日胃刺激洗糠法Kより癌細胞を検索し得た。
即ち Class耳で裸核細胞，核膜肥厚，核の組大化，
核内異常空胞，核染色性の低下，核の変形等が認め
られた。
治療 :11月17日より Sarkomycin1回0.5gx2 
日， 1回 19x19日，総量 20gを連日静注した。乙
治療を中止した。中止後7日自民て癌細胞は増殖性、れにより患者の食欲一時充進，体重精増加 (2kg)
の傾向を呈しているのが認められた。 を来した。 11月 30日胃洗樵液中の癌細胞には核の
症例② 岡O ♀ 67才 .膨大化，核縁不鮮明，核異常分裂像，細胞質変形等
病名:胃癌
既往歴:著患なし。
現症歴: 昭和 33年 12月上旬より全身倦怠感，
食後幅吐，食欲不振あり， 1月下旬より高痩出現し
Tこo
現症: 胃部膨満感及び底痛あり，胃部に小手拳大
の硬い腫癌を触れた。肝は触れず腹水もなかった。
臨床検査成績: 胃X線検査にて幽内部に陰影欠
損を認め，白血球数 3400"赤血球数 355万，血色素
量 67%，胃液酸度低酸， 便潜血反応陰性， 癌反応
(松原反応， Ninhydrin反応〉陽性であった。 2月 
5日胃刺激洗樵法により癌細胞を検索し得た。即ち
細胞所見として， Class買であり核の肥大化，核優
勢，核の濃染性，核膜胞厚，細胞質変形，塩基性染
色等が認められた。
治療: 2月 14日より Tespamin1回5mgx31
日，総量 155mgを連日筋注した。 この治療により
臨床症状の好転は認められなかったが 3月 10日胃
洗樵液中の癌細胞は精減少し，崩壊細胞増加，異常
が認められた。
症例② 御O 合 53才
病名: 食道癌
既往歴: 昭和 24年に急性腎炎に擢患。 
現病歴: 昭和 30年8月頃より鴨下時異物感あ
り，昭和 31年 1月間症状益々強く感ず。昭和 31年 
3月 13日入院。
臨床検査成績: 食道X線検査にて食道裂孔の上 
15cm le陰影欠損あり通過障害認めず，白血球数 
6000，赤血球数 480万，血色素量78%，便潜血反応
陰性，癌反応(松原反応〉陰性であった。 3月 24
日食道洗糠液中K癌細胞を検索し得た。即ち屑平上
皮癌から分化した癌細胞で核は比較的長く，核濃染
性で核膜肥厚，細胞質不明瞭等の所見が認められ 
Tこ。
小括
胃癌患者 26例において胃液採取により胃液中の
腫蕩細胞を観察，更は化学療法剤の影響が細胞の所
見に現れるや否ゃについて検討した。観察した症例
第 2.号 倉持: 癌化学療法剤の悪性腫蕩への影響，特に細胞検索による観察 -95-
表 2. 胃刺激洗樵法による細胞検索症例
氏 性
年 病名
名 <fl 
佐 
4司胃癌'0 
使用
薬剤
ナイト
ロミン
使用方法 総量 
1回 2m5.g0×日11725 
グ 50.静Oxl注.41 mg 
連日
細胞の所見 
1併用細胞学 臨床的
数的変化 経過
治前療 I治中療 細胞の変化 的効果 効果 療法 
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は3例を除き何れも手術適応の認められぬ大凡末期 例， Tesparnin によるもの 2例， Sarkornycin に
の症例であった(表 2)。 よるもの 1例計4例であった。その影響として〈表 
治療前における胃液中及び食道洗糠液中広検索し 3)に示すが如く癌細胞の減少，崩壊細胞の増加，
得た癌細胞の所見は次の如くであったo 異常分裂細胞の出現があり， Nitrornin，Sarkorny-
即ち核の肥大化，核優勢， chrornatinの増加，核 cinの場合は核の膨大化，核の空胞変性，核の崩壊
の変形，多核，異常核分裂像，核膜肥厚，核小体増 化，核変形，細胞膨大化等の細胞が比較的多く認め
大，増加，細胞質空胞変性，細胞質染色性の変化 膨大化，空胞変~φては細胞質Tesparnin Kられ， 
(好塩基，好酸)，配列の不規則性，核及び細胞の不 性，変形，消失，染色性低下等の細胞が比較的多く
等性，細胞境界の不鮮明等が主として認められた。 観察出来たが何れの場合でも胃液中癌細胞の消失は
治療剤使用例は Nitrornin6例， Tesparnin 13 認めなかった。叉治療中止により増殖性の癌細胞が
例， Sarkornycin 7例であり食道癌 1例に対しては 再び増加の傾向を示した。尚治療による臨床症状の 
Sarkorn_ycinを使用した。 ζのうち癌細胞に梢効果 一時的好転を示せるものは 7例であり食欲允進，胃
的の影響を認めたものは Nitrorninによるもの 1 部底痛軽減，体重増加等がみられた。副作用として
第 2号 倉持: 癌化学療法剤の悪性腫蕩への影響，特に細胞検索による観察 -97-
白血球減少を示せるものは Nitromin2例， Tespa-
min 9例， Sarkomycin 2例計 13例で，其の他の
副作用には食欲不振 3例， 口内炎，悪寒，日匡気各 1
例であった。
ノ第 2節肋・腹水における癌細胞の観察
癌疾患 39例中癌性肋膜炎叉は腹膜炎を併発せる
もの 19例，副腎腫転移民よる腹膜炎，リンパ肉腫転
移による肋膜炎，原発巣不明の癌性腹膜炎各 1例計
22例Iとおいて肋・腹腔穿刺lとより細胞検索を行いな
がら夫々 Nitromin(5例)， Tespamin (12例)，
Sarkomycin (5例〉等の化学療法を実施した。尚 
肋・腹腔内直接注入は Tespamin使用の 7例でそ 
の他は筋注叉は静注であった。
〔観察症例J 
工. Nitromin使用例
症例①林O 合 38才
病名: リンパ肉腫兼転移による肋膜炎
既往歴: 著患なし d
現病歴: 昭和 34年 1月頃より歩行時息切れがあ
月初旬息切れ増悪，左胸部区圧迫感，鈍痛あ3り， 
り。頚部，股宮部，鼠醸部のリンパ腺腫脹K気付い
た。昭和 34年3月 16日入院。
現症: 咳，息切れあり，左胸部潤濁音，呼吸音聴
取出来ず，肋水貯溜認む。頭部，服寵部，鼠援部lと
3--4個ずつ小指頭大の腫癌が触れた。
臨床検査成績: リンパ腺穿刺及び捌出lとよりて
検案しリンパ肉腫と診断。白血球数 8600，赤血球数 
422万，血色素量 80%，癌反応(松原反応〉陽性，
胸水は黄褐色，比重 1030，蛋白量20%，リ〈てル汐反
応陽性であった。肋腔穿刺lとより肉麗細胞を検索し
得?こ。即ち淋巴球乃至は淋巴芽細胞に似た円形細胞
が著明K認められ所謂癌細胞に比較して大小不同，
変形性等は少なく，特徴としては核，細胞質比は小
で核は一般に濃染性を示し円形のものが多く細胞質
は塩基性であったo
治療: 4月 14日より Nitromin1回50mgx28 
日，総量 1400mgを連日静注した。 ζれにより各部 
のリンパ腺腫脹は小豆大K縮少したが消失せるもの
はなかった。白血球減少 (2500)により治療を中止
した。 5月9日肋腔穿刺による肋水中の肉腫細胞は
細胞膨大，核染色性の低下，核崩壊等が認められ所
謂変性細胞が増加し円形細胞の減少が著明な所見で
あった。治療中止後 10日自にては変性細胞減少し
円形腫蕩細胞が増加した。
症例②棚O 合 43才
病名: 胆道癌兼癌性腹膜炎
既往歴: 昭和 26年急性虫垂炎にて手術施行。
現病歴: 昭和 32年9月中旬より左胸背痛及び胃
部不快感あり。 12月頃より尿褐色，食欲不振，覇痩
があった。昭和 33年 1月20日入院。
現症: 心宮部抵抗，圧痛あり肝ー横指触れ腹水
貯溜認め黄胆あり。
臨床検査成績: 胃X線検査にて異常認めず，胆 
嚢撮影にて胆嚢像得られず，十二指腸ゾンデにて B
胆汁排、准なし。 Gross反応1.5cc，Meulengracht 
25x，血清蛋白 6.8%，B.S.P 30分 38%，血清鉄
72rで腹水は比重 1020，蛋白量 4.1%， リパルタ反
応陽性，精褐色であり白血球数は 4600，赤血球数
280万， 血色素量58%で、あった。 3月27日腹腔穿
刺にて腹水より癌細胞を検索し得た。即ち核縁著
明，核肥大，細胞大小不同，核小体著明，増加，核
内容徽密化等が認められた(図 6)。
治療: 3月28日より Nitromin1回25mgx 1 
日， 1回50mgx 24日，総量 1225mgを連日静注
したが白血球減少 (2600)により中止した。とれに
よる臨床症状の好転は認めなかった。 4月 20日腹水
中の細胞所見として細胞の膨大化，核の変形化，核
及び細胞質の空胞変性，核染色性低下等が軽度に認
められ癌細胞数も梢々減少した(図 7)。 治療中止 
後7日自民は癌細胞の所見は治療前と略々同じにな
った。 
II. Tespamin使用例
症例①西0 合 37才
病名: 胃癌兼癌性腹膜炎
既往歴: 昭和 32年9月胃潰蕩の診断にて某病院
で治療を受く。
現病歴: 昭和 33年3月頃より下腹部膨満感あり
次第に腹部膨満してきた。 6月頃より食後日匝気，幅
吐あり覇痩す。昭和 33年7月7日入院。
現症食欲不振，食後日直気あり，胃部民手拳大の
結節状の腫癌触れ腹水貯溜著明にて覇痩高度であっ
こ。T
臨床検査成績: 胃X線検査にて胃体部小費側に
陰影欠損認む。白血球数 8800，赤血球数 320万，血
色素量 62%，胃液酸度無酸，便潜血反応陰性，癌反
応は松原反応陰性， Ninhydrin呈色反応陽性，腹水
は比重 1019，蛋白量 5%，リパJレタ反応陽性，血性
であった。 7月四日腹腔穿刺により腹水より癌細胞
を検索し得た。即ち巨大細胞と印環状変性細胞が多
数認められ〈図 8)，細胞質の不規則な背影，核染色
Qd OO
千葉医学会雑誌 第 37巻
質不一致，細胞聞の大小不同，核構造の粗剛，核の 学病院にて精査の結果肺癌と診断され昭和 33年 9
肩在等が認められた。 月20日入院。、
治療: 7月 19日より Tespamin1回5mgx44 現症: 右胸部腫脹感あるも底痛はなく，右胸部
日，総量 220mgを連日腹腔内に注入した。 とれに 濁音著明，呼吸音聴取不能，咳，疾なし。
より食欲允進し腹水は血性より黄褐色になり蛋白量 臨床検査成績: 胸部X線撮影にて右胸部第三肋
は 2.3%K減じ貯溜速度は一時遅くなった。 8月22 骨まで惨出液貯溜，白血球 5200，赤血球 400万，血
日腹水中癌細胞は減少し (i却の崩壊細胞が多数出 色素量70%，癌反応(松原反応〉陰性，肋水は血
現し細胞質膨大化，空胞変性，核変形，核空胞変 性，比重 1026，蛋白量 9%，リパルタ反応陽性であ
性，細胞質染色性低下等がみられた(図 9)。然し腫 った。 9月29日肋腔穿刺にで肋水より癌細胞を検索
癌の縮少は認められず白血球減少 (2500) Iとより治 し得た。即ち細胞の大小不向性，鮮鋭な核縁，細胞
療を中止した。中止後 1週間自にて再び癌細胞の増 質の塩基性染色，核構造の粗剛，核空胞含有，核優
加を認め治療前と殆んど同じlとなった。 勢等が認められた(図 10)。
症例②植0 ♀ 35才 治療: 10月 16日より Tespamin1回5mgx76
病名:胃癌兼癌性腹膜炎 日，総量 380mgを連日肋腔内氏注入した。とれに
既往歴: 著患無し。 より食欲尤進し体重が一時増加 (2kg)した。 11月
現病歴: 昭和 32年 12月頃より腹部の手拳大の 24日肋腔穿刺液中癌細胞は細胞質膨大化，空胞変
腫癌K気がついた。食欲不振，斎痩生じ昭和 33年 性，核変形，核空胞変性，核崩壊，細胞質崩壊等認 
7月30日入院。 、 められ(図 11)，Tespamin 250 mg使用時には細胞
現症: 胃部氏硬い結節状の腫癌，特陀下部は索 検索陀より癌細腫の増殖像は消失するのが認められ
状K触れ肝は触れず腹水あり，全身の衰弱が著明で た。白血球減少 (2800)により治療中止後 10日目の
あつTこ。 肋水Kは再び癌細胞多数認めた。 
臨床検査成績: 胃X線検査にて胃体部に陰影欠 ]lL Sarkomycin使用例
損認め，白血球数 4000，赤血球 400万， 血色素 73 症例① 田O 合 40才
'%，胃液酸度低酸，便潜血反応陰性，癌反応(松原 病名: 胃癌兼癌性腹膜炎
反応， Ninhydrin呈色反応)・陽性，腹水は比重 既往歴: 昭和 32年 6月胃癌にて胃切除施行 
1026，蛋白量6%，リパJレタ反応陽性であった。 8月 現病歴: 昭和 32年 8月頃より腹痛，腹部膨満感 
4日腹腔穿刺液より癌細胞を検索し得Tこ。即ち巨大 あり，食欲不振，食後幅気生ず。昭和 32年 8月 21
癌細胞，核優勢，核変型化，核構造の組問。，核小体 日入院。
増加，核染色性不同等が多く認められた。 現症: 胃部抵抗あるも腫癌不明瞭，食欲不振，東
治療: 8月5日より Tespamin 1回5mgx35 痩あり肝触れず，胃部疹痛強く腹水貯溜著明。
日，総量 175mgを連日腹腔内K注入した。乙れに 臨床検査成績; 胃X線検査にて術後残存胃の像
より食欲允進，腹痛一時寛解あり腹水の蛋白量4.3 を呈し断端に癌病巣認む。白血球数 5300，赤血球数
'%，比重 1023となった 0・9月7日腹腔穿刺液中の癌 480万，血色素量87%，胃液酸度無酸，使潜血反応
細胞はその数減少 (-lo-K)し崩壊細胞多数出現、細 陰性，癌反応(松原反応， ~inhydrin 呈色反応〉陽
胞膨大化，細胞質空胞変性，核変形，核空胞変性， 性，腹水は黄褐色，比重 1018，蛋白量4%であっ
細胞質崩壊等が認められた。腫癌の縮少は認めず， た。 8月22日腹腔穿刺Iとより腹水より癌細胞を検
白血球減少 (3000)Kより治療を中止したが中止後 索し得た。即ち巨大細目色細胞大小不向性，核の変 
10日目の細胞検索において癌細胞所見は治療前と 型，核肥大，核優勢，核膜肥厚，核構造の粗剛，細
略々同じになった。 胞質の不規則な背影，塩基性染色等が認められた。
症例③斎0 ♀ 63才 治療: 8月23日より Sarkomycin1回19x23
病名:、肺癌兼癌性肋膜炎 日，総量 23gを連日静注した。乙れによる臨床症状
既往歴:著患無し。 の好転は認められなかったが 9月 10日腹腔穿刺液
現病歴: 昭和 33年 7月頃より全身倦怠感，背痛 中の癌細胞は核の膨大化，細胞膨大化，核の染色性
があった。 8月頃呼吸困難あり某医院にてX線検査 低下，核縁不鮮明，核崩壊，細胞質染色性低下，細
の結果右湿性肋膜炎と診断され治療を受けたが某大 胞質変形等が軽度に認められた。一般状態悪化のた
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表 4.
使用方法 細胞の所見 |翻案|臨床的効果|副作用闘経過氏名詞病名|芸員i |総量|
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め治療を中止後 7日自の細胞検索においては癌細胞
の所見は治療前と略々同じであった。
小括
癌性腹膜炎を併発した胃癌 12例，肝癌4例，醇癌 
1例，胆道癌 1例及び副腎腫転移による腹膜炎 1
例，原発巣不明の癌性腹膜炎 1例，叉癌性肋膜炎を
併発せる肺癌 1例及びリンパ肉腫転移民よる肋膜炎 
1例計 22例において肋・腹水採取はより細胞検索を
行い肋・腹水中の腫蕩細胞を観察，更に化学療法剤
の影響が細胞の所見に現われるや否ゃについて検討
した。
その症例は表 4K示すが如くである。尚肋・腹水
中において観察出来Tこ治療前の悪性腫蕩細胞の所見
は次の如くであった。即ち細胞相互間の大小不同
性，形体の不規則性，細胞質の不明瞭な背影，核の
肥大，変形，核構造の粗剛，著明な核小体，核内容
の増加，鮮鋭な核縁，核め編在，細胞質における空
胞形成，等の所見及び巨大細胞，印環細胞の出現等
が認められた。ー
イE学療法剤により癌細胞に効果的の影響が認めら
れたものは Nitromin2例， Tespamin 6例， 
Sarkomycin 1例計9例であったが Tespamin6 
例は何れも肋・腹腔内注入例であった。化学療法剤
の影響による癌細胞の所見としては表 51乙示すが如
く何れも癌細胞の減少，崩壊細胞増加，少数の異常
分裂細胞出現を認め Nitromin，及び Sarkomycin
使用例に於ては核膨大化，空胞変性，崩壊，染色不
均等化，変形，核縁不鮮明等の比較的核変化を呈せ
表 5. 肋・腹水における悪性腫蕩細胞の所見 (化学療法有効症例〉
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る細胞が多く認められ， Tespamin使用例に於ては
細胞質膨大，空胞変性，変形，崩壊，消失，染色性
低下等比較的細胞質変化を呈せる細胞が多く認めら
れた。叉何れの症例lζ於ても治療の中止lとより再び
癌細胞の増加，崩壊細胞の減少が認められた。尚化
学療法剤使用iとより臨床症状の一時的好転を示せる
ものは 5例であり，叉副作用として白血球減少を示
せるものは前述せる胃癌疾患を除き Nitromin3 
例， Tespamin 2例計5例であり他K食欲不振 1
例，悪寒 1例，幅吐 1例であった。
第 3節淋巴腺穿刺における癌細胞の観察
ホヂキン氏病 2例においてリンパ腺穿刺により塗
抹標本を作り細胞検索を行い，更に Nitromin(1 
例)， Tespamin (1例〉等を使用しその使用前及び
経過中，使用後の再度の細胞検索により悪性腫蕩細
胞を観察した。 
‘ I. Nitromin使用例
症例大O ♀ 64才
病名: ホヂキン氏病
既往歴: 著患なし。
現病歴: 昭和 33年11月初旬咳，疾，顔面に浮腫
及び湿疹あり， 11月中旬プレドニン服用により顔
面の浮腫， 湿疹軽快。 12月下旬悪寒を伴い発熱 
(390C)，再び顔面に浮腫出現した。昭和 34年 1月 
13日入院。
現症: 体温 38.50C，顔面K浮腫，全身に尊麻疹
様発疹あり，両側頚部，肢寵部，鼠陵部lζ小指尖頭
大のリンパ腺の腫癌触れた。
臨床検査成績: 白血球 9200，赤血球 402万，血
色素量 65%，骨髄穿刺にて異常細胞認めず，癌反応
〈松原反応〉陽性， 1月 27日リンパ腺穿刺により細
胞診を行いホヂキン氏病の所見を得た。即ちリンパ
腺組織の構造は殆んど認められず網状細胞の増殖著
明で Sternberg型巨大細胞，白血球， リンパ球形
質細胞がみられたがエオヅン好性白血球は殆んど認
められなかった。
治療: 2月 26日より Nitromin10 mgx2日， 
30mgx9 S，総量 290mgの連日服用により頚部は
右側のみリンパ腺腫脹1偲触れ，肢宮部，鼠援部の
リンパ腺は著明に縮少し食欲充進を来した。 3月7
日リンパ腺穿刺にて核と細胞質は膨化して明るくな
り，網状細胞の増殖は減少し線維芽細胞の著明な増
生を認め炎症性細胞の減少等即ち線維化，退行変性 
が認められたが Sternberg型巨大細胞は少数認め
られ?こ。
臨床的効果は一時的にして再び全身状態増悪せる
ため治療中止，中止後 10日自の細胞検索において
再び網状細胞， Sternberg型巨大細胞の増生が認め
られた。 
1I. Tespamin使用例
症例神0 ♀ 78才
病名: ホヂキン氏病
既往歴: 著患無し。
現病歴: 昭和 34年 2月初旬左頚部，両側肢寵
部，両側鼠援部のリンパ腺腫脹に気付いたが底痛は
なかった。昭和 34年 2月 25日入院。
現症: 体温37 .soC，両側頚部， 服寵部， 鼠醸部 
iζ小指尖頭大~米粒大のリンパ腺腫脹 5--6個夫々
触れた。
臨床検査成績: 白血球 10600，赤血球 312万，血
色素量 58%，血液像には著見認めず¥癌反応(松原
反応〉陰性で、あった。 3月 1日リンパ腺穿刺』とより
ホヂキン氏病の所見を得た。即ちリンパ腺組織の構
造は認めず禰慢性K円形細胞，エオジン好細胞，上
皮細胞様細胞がみられ叉 Sternberg型巨大細胞や，
網状細胞が認められた。
治療: 3月 13日より Tespamin1回5mgx31
日，総量 155mgを連日筋注した。 これにより頚部
リンパ腺腫脹消失，右服寓部に米粒大 1個，両側鼠
援部に米粒大 3--4個残害するのみとなった。白血
球減少 (3100) fとより一時治療を中止した。 4月 10
日リンパ腺穿刺にては当初見られた Sternberg型
巨大細減少，細胞空胞変性，線維芽細胞増生，網状
細胞減少等が認められ線維化，退行変性像を呈し
た。治療中止後 1週自にては穿刺所見は治療中と略
々同じであった。
小括
ホヂキン氏病 2例応対しリンパ腺穿刺物による組
織診断及び細胞検索を行い化学療法剤の影響を観察
したが表 61<:.示すが如く 2例共著明の影響を認め
た。尚治療前においてリンパ腺穿刺物に認められた
細胞所見は次の如くであった。即ちリンパ組織の構
造は全く認められず網状細胞の増殖著明， Sternberg 
型巨大細胞等が認められた。
叉化学療法剤使用により影響を受けた細胞所見と
して，線維芽細胞が著明となり網状細胞減少，
Sternberg型巨大細胞減少，細胞空砲変性，核の崩
壊等がみられ線維化，退行変性等の像を呈した。臨
床的には各部位のリンパ腺腫脹の縮少，消失が認め
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表 6. リンパ腺穿刺による症例
副作用1:経過日医科目!芸品|使用方法|同細胞白所見|宮君主|臨床開
線維減芽胞減細少胞増生・網性♀ 効果ホヂキ ナイト 状胞細 少・炎症質 各欲腫冗部脹縮進リ少ンパ・貴腺| |i艶大O ン民病 ロミン 細 ・細胞膨 あり しなし
連日服 化を認む
(ムヶ月)64 
頚腫脹部リンパ腺|
消失・そテスパ 1回 mg5×3日11155 bホデキ 状韓少e維細r・g芽胞細型誠細胞巨空胞少大増抱・細変生St胞性em減網を-効果の他腫のリ、ノハ、白血球 なし 観察中 
78 ン民病 ミン連日筋注 mg あり著腺脹の縮少減少
明 |認む
られた。副作用として 1例に於て白血球減少が認め
られた。
第4章総括並びに考按
胃癌，肝癌，肺癌等主として末期癌患者 39例化
おいて胃液 26例，腹水20例，肋水2例，淋巴腺穿
刺物2例，食道洗糠液 1例計 51例につき細胞検索
を施行し，更K之等症例iと夫々  Nitromin(12例)，
Tespamin (16例)， Sarkomycin (11例〉を用いて 
薬剤の影響を細胞検索lとより観察した。 
従来胃液の細胞検索については其の採取法K成績
を左右する重要な因子があり諸家により種々検討さ
れている処である。即ち Papanic叫aou(1946)は
単純に胃液吸引法により是を採取し Firsc1mann
(1942)は食塩水注入により胃内壁の洗糠を行い此
の洗糠液を検査に供した。同様の方法で行ったのに
Frenont・Smith(1948)，綾部 (1950)，中川・湯川
(1953)等があり，叉 Papainを洗糠に用い，或は
chymotrypsin 1[.より洗糠を施行したものに Traut
(1952)，Rosenthal (1953)，湯]I[(1956)， Rubin 
(1953)等があるが之等の方法は猶充分の成績を得
るに致らず更に Abrasive Ballon法， Panico， 
Papanicolaou，Cooper (1950)，Grahan (1954)， 
黒川・斎藤 (1956)，及び擦過法 W il1ner(1955)， 
Browne (1955)，更K胃鏡による法，綾部・辻谷・
河原 (1956)等が考案されるに致った。然し各材料
採取法には夫々利点，欠点があり叉理論と実際は必
ずしも一致せず一般的に臨床上の優劣を論ずること
は国難である。即ち単純洗糠法にては胃液による影
響即ち細胞質の変形，核の縮少，裸核の出現等によ
り判定K困難を来す場合があり，酵素法にては
Raskin，湯川 (1957)は蛋白を分解し細胞検索に良
結果をもたらすと云われる酵素の働きに疑問を持ち
本法に使用する緩衝液の作用にのみ意義を認めてい 
る。擦過法は患者の苦痛が大であり細胞群が重層の
場合判定上遊離細胞より診断困難であり，叉小病巣
は Ballon法では擦過困難を来し単純洗糠法より診
断適中率が良好とは思えぬ。胃鏡法は患者の苦痛，
視野の盲点等があり夫々欠点がある。私は臨床的に
最も簡単に叉患者K苦痛を与えぬ胃刺激洗糠法によ
り細胞診を行った。叉肋・腹水穿刺乃至リンパ腺直
接穿刺法については Quincke(1882)，Wol妊(1902)
等の媛膜腔穿刺より癌細胞を検索した報告， 及び 
Ward (1912)，Guthrie (1921)，Forkner (1927)， 
A.Pavlosky (1934)等のリンパ腺穿刺による悪性
腫蕩の診断学的価値についての報告以来乙の検索法
は広く一般K用いられているが，私も肋・腹腔穿刺
により細胞検索を行い，肋・腹水が貯溜せる主とし
て末期の癌疾患 22例，及びリシパ腺穿刺により細 
胞検索を施行した 2例において全例陀悪性腫蕩細胞
を検索出来た。 
之等胃液乃至肋・・腹水，淋巴腺穿刺物lとおいて細 
胞検索を施行した結果，癌細胞の特徴として屡々認 
め得?と所見は核の増大， 核優勢， 異形核， 核膜肥 
厚，核小体増大，増加， Chromatin増加，多核，
異常核、分裂像，細胞質空胞形成，細胞質染色性の変
化(好塩基，好酸)， 配列の不規則性，核及び細胞
の不等性，細胞境界の不鮮明，細胞相互間の大小不
問，等及び巨大細胞，印環細胞出現等であり，之等、 
は進行しつつある悪性変化，急速なる細胞分裂，細
胞質変性による空胞形成を示していた。
之等の細胞検索により検索し得た癌細胞の判定に
際しては個々の形態のみから癌細胞を診断するので
規準も複雑であり，癌細胞がすべて判り易い特異の
形態を有するとは限らず，更に胃癌細胞は胃液によ
り，肋・腹水中の遊離細胞は肋・腹水による影響も 
考えられ形態の変化も複雑多岐となる。之等胃液及
び肋・腹水の影響による癌細胞の所見については，
Pallard，Tomenius，Ulfelder，Imbiglia，伊崎，
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黒川・斎藤，武田，綾部等の報告がある。然し実際 化が認められたものにはその傾向が観察出来た。
には新鮮な手術症例よりの癌組織から作製した直接 次K Sarkomycinの使用}とより癌細胞に認めら
塗抹標本の所見と遊離細胞の所見を比較観察してみ れた所見は核の膨大化，空胞変性，核変形，崩壊，
ると癌細胞の所見には核，細胞質に顕著な異常形態 核染色性低下等の核変化が比較的多く認められ Ni・
が認められ正常乃至変性細胞とは明らかに差違が認 trominの場合と略々同じであった。 Sarkomycin
められる。且つ悪性腫蕩細胞は他の正常細胞に比し の作用機序は武田 (1956)，牧野・田中 (1956)等の
て生活力が強く，胃液内叉は肋・腹水内での崩壊現 報告によれば腫蕩内血管を障碍する ζとにより二次
象も正常細胞に比べて遅い。従って是等の胃液，及 的に腫蕩の増殖性を阻止する働きと共に強い局所作
び肋・腹水中の遊離癌細胞においても癌性特徴が充 用があり細胞は細胞質，核ともに傷害を受けるが特
分観察出来た。 ~ζ核~r.対する破壊物質として動物実験等 tとより報告
然して癌疾患 39例において夫々 Nitromin，Tes- きれているが，私が人体の胃液，肋・腹水中の遊離 
pamin，Sarkomycin等の化学療法剤を使用し細胞 癌細胞に対して Sarkomycinを使用した例におい
，検索により悪性腫蕩細胞を観察した結果，薬剤の効 て細胞学的に影響が認められたものにはその傾向が
果的の影響が認められたものは Tespaminを肋・ 観察出来た。
腹腔内に注入した 5例，及びホヂキン氏病2例 更に Tespamin使用例に於ては細胞質の膨大， 
(Nitromin 1例， Tespamin 1例〉であり，梢効果 空胞変性，変形，崩壊，消失，染色性低下等の主と
的の影響が認められたものは Nitromin使用の 3 して細胞質の変化を呈せる細胞が比較的多く認めら
例， Tespamin使用の 2例， Sarkomycin使用の れた。 TespaminはNitrogenmstardの誘導体で 
2例計 7例，合計 14例であった。 あり Triethylenemelamine (T. E. M.)系民属し
即ち薬剤を肋・腹腔内に注入せる 7例中 5例にお ており T.E.M.は牧野・田中 (1956)によると主
いては肋・腹水中の遊離癌細胞にたいし効果的の影 に細胞質素として作用すると動物実験』とより報告さ
響が認められ， 1例においては梢効果的の影響が認 れているが私が人体において行った実験の結果にも
められた。然し胃液及び食道洗樵液中の遊離癌細胞 その傾向が認められた。
においては 27例中 4例に梢効果的の影響が認めら 叉化学療法剤の使用Iとより臨床的効果の認められ
れたのみで、効果的の症例は無かった。‘叉ホヂキン氏 た症例は Nitromin4例， Tespamin 5例， Sarko-
病2例はおいては効果的の影響が認められたo mycin 2例計 11例であり食欲允進，体重増加，疹
従って此の事実は化学療法剤が直接癌細胞に作用 痛軽減等であり，叉副作用としては白血球減少が最
する時は効果が顕著であるが間接的に血液，体液を も多く認められた (Nitromin4例， Tespamin 12 
介して作用する時は効果が著しく減少する事を示し 例， Sarkomycin 2例計 18例)，其の他の副作用出
ている。叉肉腫に対しては Nitromin系の薬剤は有 現症例数は Nitromin5例， Tespamin 2例， Sar-
効的であった事を示している。 komycin 2 例計 9 例で食欲減退，~吐，悪寒，口内
更に Nitromin，Tespamin，Sarkomyein等の 炎等であった。
化学療法剤が夫々癌細胞に及ぼした影響を観察して
みると，先ず Nitrominにおいては核の膨大化，空 第 5章結 論
胞変性，核変形，核組霧化，核崩壊，核染色性低下 癌疾患 39症例について即ち胃癌，食道癌の胃洗
等の核の変化を呈せる癌細胞が比較的多く認められ 樵液 26例，食道洗糠液 1例，及び胃，肝，醇，胆 
道，肺，副腎臆，こ。T Nitromin・の作用機序は武田 (1956)，牧野・国 リンパ肉腫等各臓器癌に合併した
中 (1956)等によると此の薬剤は細胞質に対して直 肋・腹膜炎の肋・腹水 22例，並びにホヂキン氏病
接的の作用を有するのでなく核の代謝を障碍するも のリンパ腺穿刺物2例計 51例につき細胞検索を施
のでそのため代謝作用の盛んな時期の核がまず傷害 行し，更に之等Ir.Nitromin (12例)， Tespamin 
を受け，分裂への進行.が阻止され細胞の変化として (16例)， Sarkomycin (11例〉の化学療法を実施
癌細胞膨化現象(特に核〉や異常分裂像出現，空胞 し，之等薬剤が人体の癌K如何なる影響を与えるか
変性等があると動物実験lとより報告されているが私 を細胞検索により観察し次の如き結果を得た。
が人体の胃液，肋・腹水により化学療法剤の影響を ① 上記主として末期癌患者の胃，食道洗糠液，
細胞診により観察した所見Kおいても細胞学的陀変 肋・腹水においては検査の都度剥離癌細胞乃至遊離
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癌細胞を観察し得た。 
② 胃及び食道洗樵中の剥離細胞において治療剤
の影響によると考えられる所見を認めたものは 27
例中 4例であるが肋・腹水中の遊離細胞においては 
22例中 9例であった。 
③ 化学療法剤による影響と思われた癌細胞の細
胞所見として，
核においては核の膨大化，空胞変性，異常分裂
像，変形，組繋化，染色不均等化，核縁不鮮明，崩
壊
細胞質においては細胞質の膨大化，空胞変性，変
形，崩壊，消失，染色性低下 
等の細胞破壊現象が認められた。 
④ 化学療法剤を直接肋・腹腔内l乙注入した症例 
においては遊離癌細胞に対する影響は顕著であっ 
7こ。 
⑤ ホヂキン氏病 2例においては何れも効果的で
あった。
即ちリンパ腺穿刺像においては線維芽細胞増生，
網状細胞減少， Sternberg型巨大細胞減必等の線維
化，退行変性が認められた。 
⑥ 治療期間は比較的短期間であったが治療中止 
後凡そ 1週間目の再度の細胞診によれば再び癌細胞 
が多数認められた。 
⑦ 化学療法剤使用により臨床症状の一時的好転 
を呈したものは検査対象 39例中， Nitromin K.よ 
3)天木一太・他: 癌の臨床， 3，204，1957. 
4)荒木正哉・他: 第 5回病理学会西部地方会誌，
 
1953. 

5)第17回癌学会総会講演誌， 1958. 
6)第43回消化器病学会講演抄録誌， '1957. 
7) Everson Pearse，A. G.: Histochemistry. 
8)福田保:綜合臨床， 6，1555，1957. 
9) Geooge，C. Hennig & Harold，D. Harney: 
Ann. Inter. Med. 50，43，1959. 
10)石館守三?桜井欽夫・吉田富三・佐藤槽・今村
博:癌， 46，469，1955. 
11)石山俊次・他: 日本臨床， 14，665，1956. 
12)黒川利雄: 最新医学， 11，331，1956. 
13)黒川利雄: 日消誌， 53，487，1956. 
14)黒川利雄・斎藤達雄: 癌の臨床， 4，274，1956. 
15)畔柳繁: 最新医学， 13，2837，1958. 
16)小山善之・他: 内科， 3，61，1959. 
17)小山善之・他: 最新医学， 11，1907，1956. 
18)小山善之・他: 癌， 47，313，1956. 
19)牧野佐二郎: 綜合医学， 10，558，1953. 
20)真下啓明・他: 最新医学， 13，2796，1958. 
21)宮部清一: 治療， 37，669，1955. 
22)中田瑞穂・他: 最新医学， 11，1891，1956. 
23)日本対癌協会: 癌の診断， 1957. 
24)大久保 混: 内科，弘、 37，1959. 
25)大田邦雄: 癌の臨床， 3，101，1957. 
るもの 4例， Tespaminによるもの 5例， Sarko・ 26)佐藤八郎: 癌の診断と治療，医学書院， 1955. 

mycin によるもの 2例計 11例であり，副作用とし 27) Shay，H. et a1.: Arch. Intern. Med. 92， 

ては白血球減少が最も多〈認められた。 (Nitromin 62~， 1953. 

4倒， Tespamin 12例， Sarkomycin 2例計 18例) 28) Snay. H. et al.: Cancer 8，998，1955. 
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図1. 佐O 治療前 図 2. 佐O 治療中
図3. 行O 治療前 図 4. 行O 治療中 図 5. 行O 治療中
図 6. 棚O 治療前
図 8. 西O 治療前
図 10. 斎O 治療前
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